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シューベルトのマニール
─任意装飾の奏法　その 2─
村田　千尋（音楽学）
1．はじめに
　17 世紀から 18 世紀にかけて、オペラの誕生や公開演奏会の定着に伴い、楽譜の規範化
が進み、その反面、楽譜を変えて演奏する即興性が強く求められた。そこで前稿「任意装
飾の奏法　─作曲された時と演奏する時─」において、バロック期から古典主義の時代ま
で、任意装飾の演奏法にヒントを与えてくれると思われる事例をいくつか紹介した。
　しかし、任意装飾の習慣は、作曲家と演奏家の分化が進み、作曲家が楽譜に細かな指示
を書き込むようになった 19 世紀に至っても続いている。本稿では、フランツ・シューベ
ルト Franz Schubert（1797─1828）周辺のマニール Manier について検討したい。マニー
ルとは本来「手法」という意味であるが、19 世紀前半には楽曲に加える即興的な変奏技
法を指していたとされ、任意装飾の伝統を受け継いでいると考えることができる。そして、
シューベルト周辺におけるマニールの実態は資料的に明らかにすることができるのである。
2．歌曲集《美しき水車屋の娘》の誕生
　シューベルトは 1823 年 10 月ないし 11 月に歌曲集《美しき水車屋の娘 Die schöne 
Müllerin》op. 25 D795 を完成し、翌 24 年にザウアー＆ライデスドルフ社 Sauer & 
Leidesdorf から 5 分冊（VN502＝17. Febr., VN503＝24. März, VN651＝12. Aug., VN653
＝12. Aug., VN654＝12. Aug.）の形で出版している（図 1─1）。この曲集は大変に評判が
良かったようで、1830 年に、今度はディアベリ社 Diabelli から、初版と全く同じ構成の 5
分冊ではあるが、版刻が改められて再版されている（VN 3525─29＝以下『ディアベリ版』
と呼ぶ。図 1─2）。
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図 1　Schubert “Die schöne Müllerin”表紙
1─1　初版（Sauer & Leidesdorf 版） 1─2　再版（Diabelli 版）
　アントン・ディアベリ Anton Diabelli（1781─1858）はシューベルトが本格的な楽譜出
版を始めた 1821 年に、自費出版の形ではあったが op. 1 から op. 8 までの出版を引き受け
たのを皮切りに、事実上、シューベルトの主要出版社となっていた。そして、シューベル
トの没後、彼の兄フェルディナント Ferdinand Schubert（1794─1859）から残された自筆
原稿を譲り受けて遺作集 Nachlaß-Lieferungen を出版するとともに、それまでシューベル
トと関わりのあった各出版社から版権を買い取り、あるいは吸収合併することによって、
シューベルトに関する出版権を一手に集めようとしていた。《美しき水車屋の娘》の再版
も、その一環と位置づけることができる。
3．『ディアベリ版』の問題点
　ところがこの再版は大きな問題を孕んだものであった。なぜなら、シューベルトの手に
よらない様々な改変を含んだものだからである。ところが『ディアベリ版』の方が出版部
数が多かったからであろうし、ディアベリ社の権威というものが働いたのかも知れない。
初版楽譜は忘れられ、再版の音楽が「真正な」《美しき水車屋の娘》だと見なされてしま
う。
　以下、若干の改変例を示そう（譜例 1）。
譜例 1　Schubert “Die schöne Müllerin”改変例
1─1　5. 〈憩いの夕べ Am Feierabend〉
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1─2　11. 〈私のもの！Mein！〉
　1─3　13. 〈リュートに付けた緑のリボン Mit dem grünen Lautenband〉
─ 72 ─
　1─4　15. 〈ねたみと誇り Eifersucht und Stolz〉
　『ディアベリ版』が改変されたものであり、シューベルト自身が作った初版とは異なる
音楽であるということは、ゼルマール・バッゲ Selmar Bagge（1823─96）が 1868 年にラ
イプツィヒの『総合音楽新聞（Leipziger）Allgemeine musikalische Zeitung』に発表し
た記事において初めて指摘され、ヨーゼフ・リッセ Joseph Rissé（生没年不明）の『フラ
ンツ・シューベルトと彼のリート　Ⅰ粉挽き歌曲集 Franz Schubert und seine Lieder. Ⅰ
Müllerlieder』（1872）によって知られるようになったのである。したがって、この曲集
の全曲初演はバリトンのユリウス・シュトックハウゼン Julius Stockhausen（1826─1906）
によって 1856 年 5 月にウィーンで行われているのだが＊1、その時も、改変された『ディ
アベリ版』が歌われたものと思われる。
4．改変の当事者
　ここでもう一度ディアベリという人物について述べると、彼自身も作曲家であり、一般
にはルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven（1770─1827）の
《ディアベリのワルツによる 33 の変奏曲 33 Veränderungen C-Dur über einen Walzer 
von Anton Diabelli》op. 120 に主題を提供したことで知られている＊2。彼はシューベルト
の主要出版社として《魔王 Erlkönig》op. 1 D328 を始め、多数のシューベルト歌曲を出
版したのであるが、出版に際してシューベルトの曲を改変することがあったようである。
たとえば《ます Die Forelle》op. 32 D550 は全部で 5 稿残されており、シューベルトの自
筆譜のみが残る最初の 3 稿と 1820 年 12 月 9 日に雑誌付録として出版された第 4 稿には前
奏がなく、1825 年 1 月 13 日にディアベリから出版された第 5 稿＊3 にのみ前奏が付けられ
ている。この前奏は、ディアベリが付けたものと考えられている。しかし、シューベルト
の了承を得ていたのかどうかはわからない。従って、《美しき水車屋の娘》第 2 版に見ら
れる改変も、ディアベリが行った可能性がある。
　ところがもう一人、改変の当事者ではないかと考えられている人物がいる。引退した宮
廷歌劇場の歌手で、最初期のシューベルト歌手、ヨーハン・ミヒャエル・フォーグル
Johann Michael Vogl（1768─1840）である。
　シューベルトは 1817 年 2 月に、友人であるフランツ・フォン・ショーバー Franz von 
Schober（1798─1882）の家でフォーグルに引き合わされ、ヨーハン・マイルホーファー
Johann Mayrhofer（1787─1836）の《目の歌 Augenlied》D297 やヨーハン・ヴォルフガ
ング・フォン・ゲーテ Johann Wolfgang von Goethe（1749─1832）の《ガニュメート
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＊1　曲集に含まれる各曲はこれ以前にも様々な場で演奏されていたと思われる。
＊2　ディアベリは当時活躍していた作曲家達に変奏曲の共作を持ちかけ、この主題を提示したのであり、シ
ューベルトも第 38 変奏を作っている。ディアベリはベートーヴェンにも声を掛けたのであるが、ベートーヴ
ェンは他人と一緒の仕事を厭がり、独自に作ったのが《ディアベリ変奏曲》であった。
＊3　当初、op. 32 という作品番号は与えられておらず、後に付けられたものである。
Ganymed》op. 19,3 D544 など数曲を歌って聴かせたという。それ以来、フォーグルはシ
ューベルトのリートに魅了され、コンサート等で積極的に歌うことによって、シューベル
トのリートを世の中に広めていった＊4。
　さらにフォーグルは、シューベルトの身の回りに気を配り、経済的な援助もしたし、夏
にはオーストリア国内旅行に誘い出し、ウィーン以外の各地にシューベルトの音楽を広め
る働きもしている。そのお陰で、1820 年代に入るとシューベルトのリートはオーストリ
アどころかドイツ各地で次第に知られていく。
　シューベルトとは親子ほど年齢が離れており、経験豊富な宮廷歌手であったフォーグル
が、シューベルトに対して音楽的な影響を与えていたかどうかという点について、残され
ている記録は賛否両論であると言える。
　たとえばシューベルトの最も親しい友人の一人であるヨーゼフ・フォン・シュパウン
Josef von Spaun（1788─1865）は「フォーグルがシューベルトに彼の作曲法に関して影響
を与えた、という暗示がなされている。しかしこれは全く事実ではない。時折そういう試
みがなされたかも知れないが、誰一人として彼の作曲法にごく僅かの影響力をも及ぼした
者はいない。せいぜいのところフォーグルの声域を考慮して彼に僅かの譲歩を行った位で
あるが、それも稀に不本意ながらしただけであった（Deutsch 1957 : 420/446＝原書頁／
翻訳頁。以下、下線は引用者）」と否定的であるが、「フォーグルを大家とし尊敬し、彼の
合図や指示にはしばしば、まるでそれが〈上位に〉立つ楽匠からのものであるかのように、
従うのであった（アルベルト・ベーム Albert Böhm（生没年不詳）＝Deutsch 1957 : 282─
283/299）」、「フォーグルの要求に従ってところどころピアノ伴奏に数小節挿入し、歌手が
休養をとる機会を余計に持てるように（アンゼルム・ヒュッテンブレンナー Anselm 
Hüttenbrenner（1794─1868）＝Deutsch 1957 : 214/225）」、「この熟達した、効果を心得た
歌手があえて行った小さな変更や装飾は部分的には作曲者の同意を獲得したが、親しい論
争の種となることも珍しくはなかった（エデュアルト・フォン・バウエルンフェルト
Eduard von Bauernfeld（1802─90）＝Deutsch 1957 : 259/273─274）」という証言があるよ
うに、肯定する意見も多い。
　そして、フォーグルがシューベルトのリートに改変を加えたという明確な証拠さえ残っ
ている。つまり、フォーグルによるシューベルト歌曲の筆写譜に原曲との相異が見られる
のであり、その改変がフォーグルによるものであることは明らかだからである。改変を含
むフォーグルの筆写譜としては《エマに An Emma》op. 58,2 D113、《漁師 Der Fischer》
op. 5,3 D225、《狩人の夕べの歌 Jägers Abendlied》op. 3,4 D368、《アンティゴネとオイデ
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＊4　フォーグルが公式の場でシューベルト歌曲を初めて歌ったのは、1821 年 3 月 7 日にケルンテン門劇場
（宮廷歌劇場）における《魔王》の演奏であった。その時、伴奏をしたのはシューベルトの友人で、作曲家で
もあるヒュッテンブレンナーであり、シューベルトはその横で譜めくりをしていたという。
ィプス Antigone und Oedip》op. 6,2 D542 などが知られており、ここに挙げた 4 作品に
ついては、『新シューベルト全集 Franz Schubert. Neue Ausgabe sämtlicher Werke 
（NGA）』に付録として掲載されている。《アンティゴネ》を例として、フォーグルが行っ
た改変がどのようなものだったのかを示そう（譜例 2）。
譜例 2　Schubert “Antigone und Oedip” op. 6,2 D542 の改変
　このことから、ファーグルがシューベルト歌曲に改変を加えていたことが確実視され、
《美しき水車屋の娘》に加えられた改変もフォーグルによるという可能性が高いと考えら
れている＊5。
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＊5　もちらん、ディアベリによる可能性も残る。
5．改変の方向性と影響
　ここでもう一度『ディアベリ版』《美しき水車屋の娘》に戻ると、改変は次の 6 点に整
理することができる。
　ⓐ　装飾の付加（第 1 曲、第 4 曲など計 12 曲）
　ⓑ　休符の挿入／旋律の簡素化（第 1 曲、第 2 曲など計 6 曲）
　ⓒ　移調（第 7 曲、第 18 曲、第 20 曲）　長 3 度下　フォーグルの声域？
　ⓓ　歌詞割り振りの変更（第 11 曲、第 13 曲、第 15 曲）
　ⓔ　朗誦への配慮　休符の挿入／リズムの変更（第 2 曲、第 5 曲、第 6 曲、第 13 曲）
　ⓕ　旋律と音楽構造の大幅な変更　旋律の改変・追加／間奏の追加（第 15 曲）
　これらの改変は《アンティゴネ》に見られた改変方法とも一致するし、先に示したシュ
ーベルトとフォーグルの音楽的な関係についての友人達の証言とも一致している。
　ここでもう一つ、興味深い事例を示そうと思う。フランツ・リスト Franz Liszt（1811─
86）は様々な歌曲やオペラ、管弦楽曲などを、ピアノ一台で演奏できるように編曲し（ト
ランスクリプション／パラフレーズ）、各地で開かれた彼のコンサートにおいて演奏して
いるのだが、《美しき水車屋の娘》第 2 曲〈どこへ？Wohin？〉op. 25,2 D795,2 ／ LW─
A128, 5 には、明らかに『ディアベリ版』の改変された旋律が書き込まれているのである
（譜例 3）。
譜例 3　Liszt “Wohin？” LW─A128, 5
6．おわりに　─改変の意味と現代におけるシューベルト歌曲の演奏─
　フォーグルの改変がシューベルト歌曲の改竄であったことは明らかだ。しかし、当時の
演奏様式（マニール＝任意装飾の伝統）を伝える資料として、積極的に評価することがで
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きるはずだろう。このことはシューベルト研究の 2 人の泰斗、マックス・フリートレンダ
ー Max Friedlaender（1852─1934）とヴァルター・デュル Walther Dürr（1932─2018）も
指摘していることである（Friedlaender 1893, Dürr 1979）。前稿「任意装飾の奏法」でも
述べたように、研究に基づく遊び心こそ、音楽演奏における即興性の源となるものである。
『ディアベリ版』をつぶさに検討することは、シューベルトのリートと遊ぶ心を演奏者に
向けて開いてくれるはずである。
　そこで最後に、このような遊び心を持った 2 人のシューベルト歌手を紹介し、本稿を終
えることにしたい。
　一人目はバリトンのマックス・ファン・エグモント Max van Egmond（1936─ ）。彼が
歌う《冬の旅 Winterreise》op. 98 D911（Channel Classics : CCS0191）には、まさに控え
めな遊び心が現れていると思う。
　そして二人目はテノールのクリストフ・プレガルディエン Christoph Prégardien
（1956─ ）。彼が歌う《美しき水車屋の娘》（Challenge Classics CC72292）は『ディアベリ
版』とも異なる驚きに満ちている（譜例 4）。
譜例 4　 Schubert “Die schöne Müllerin” ‘Das Wandern’ op. 25,1 D795,1 
プレガルディエンのマニール
　作曲者が楽譜に記した音楽を大切にしながらも、それぞれの時代にどの様な演奏が求め
られていたかということを知り、それにふさわしい音楽を目差す柔軟な心を育てるという
目標を、音楽演奏を目差すより多くの学生と共有できることを望む。
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